
サードハンドスモークとは、たばこを消した後の残留物から有害物質を吸入することを

いい、残留受動喫煙、三次喫煙ともいいます。

煙の有害成分(粒子)が室内壁や衣類、家具に付着し、煙が焼失後も有害な物質を放出し、

それにより健康被害を受けます。

「臭い」のもとは粒子です。ホテルなどで、喫煙者が使った後にたばこの臭いを感じてい

るのもサードハンドスモークです。消臭剤を使ってもたばこの臭いを隠すだけであり、有

害成分は消えません。

「一緒の部屋で吸っていないから、だれにも迷惑をかけていない」というのは大きな誤り

であり、たばこを吸っているだけで、衣服や髪の毛、呼気からも有害成分は発されており、

周りの人がその有害成分を吸っているのです。

サードハンドスモークの例
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